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めざします企業の繁栄と社会への貢献

公益社団法人 小田原法人会

いっしょに

検索

■令和３年度税制改正提言活動
■事業フォトグラフィー
■新会員紹介・今後の活動スケジュール
■あなたもチャレンジ！家庭菜園⑯「アスパラガス」
■地元のスポーツクラブを応援しよう！
■県税事務所からのお知らせ
■尊徳・二宮金次郎独自思考と行動 ２
■小田原労働基準監督署からのお知らせ
■小田原税務署からのお知らせ
■ふれあいいんふぉめーしょん
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何の花でしょう？
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※
神
奈
川
県
に
対
し
て
も
、
神
奈
川
県
法
人
会
連
合
会
が
法
人
県
民
税

や
自
動
車
税
等
の
県
税
に
つ
い
て
、
徴
収
猶
予
特
例
制
度
の
対
象
期
間
延

長
及
び
減
免
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

・
８
月
12
日
㈬　

神
奈
川
県
庁

●
税
制
委
員
会

　

★
２
市
８
町
に
対
し
て

緊
急
要
望
を
提
出

　

・
８
月
19
日
㈬
～
26
日

㈬　
　

各
市
役
所
・
町
役
場

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
の
長

期
化
を
踏
ま
え
、
そ
の
窮

状
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
支
援
策
の
拡
充

と
法
人
住
民
税（
均
等
割
）

の
減
免
を
要
望
い
た
し
ま

し
た
。

事業フォトグラフィー ＊各事業は「法人会だより」や「地域情報紙」にて随時案内中！

左から石村 県法連副会長

( 小田原法人会会長 )

石崎 県法連会長

( 平塚法人会会長 )、

黒岩神奈川県知事

小田原市、南足柄市、山北町、松田町、開成町、大井町、中井町は椎野税制委員長が提出。

湯河原町、真鶴町は杉山支部長（湯河原・真鶴支部）が提出。箱根町は鈴木支部長（箱根支部）が提出。

●
事
業
研
修
委
員
会

　

★
第
18
回
小
学
生
の
『
税
』
の　

写
真
展
「
審
査
会
」

　

・
10
月
１
日
㈭　

小
田
原
お
堀　

端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　
　

参

加
者　

16
名
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〈はまぎん〉創業サポートパック
創業期のお客さまをサポートする、さまざまなメニューで応援します！

お申し込みは、最寄りの横浜銀行の本支店窓口で承ります。
創業時の事業計画や必要な資金に関するご相談をお受けします。
フリーダイヤル　０１２０－５８－４５８０
時間　9：00～ 17：00

創業支援デスク
「創業個別相談会」 ※一部の支店・出張所では取り扱いをしていません。

新会員紹介コーナー ＼ (^ ｰ ^) ／（令和２年９月８日～ 10月７日）（敬称略）

★南足柄・山北支部

㈲カヤ電気 新井　性義 建設業 南足柄市塚原719 0465-20-3957

★賛助会員

日本たばこ産業㈱ 長谷川　学 製造・販売 平塚市八千代町1-26 0463-21-0021

Ristorante La Soglia 田代　竜二 飲食業 小田原市栄町1-14-12 嵯峨野ビル1F 0465-46-7765

PAINT SHOP TAKTO 山口　拓也 塗装業 足柄下郡湯河原町吉浜1848-46 080-4805-0287

今後の事業活動スケジュール〈令和2年11月～令和3年1月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

日　　時 行　事　名 場所 対象

11
月

14日(土)～
15日(日) 10：00～20：00 第18回 小学生の「税」の写真展

（表彰式は入賞者のみで15日に開催予定） ダイナシティウェスト 会員及び一般

12
月 16日(水) 14：00～15：45 決算法人説明会

（12月決算法人対象） 小田原箱根商工会議所会館 法人

１
月 13日(水) 14：00～15：45 決算法人説明会

（1月決算法人対象）
おだわら市民交流センター
UMECO 法人

小 田 原 法 人 会  提 携 商 品

お客様サポートダイヤル 0120（426）614

事業資金の
ご相談は … 

※お申込みについて所定の審査をさせていただきます。その結果、ご希望に添えない場合もございますので、予めご了承ください。

金利・・・変動金利 年 2.0%
金額・・・10 万円以上 1,000 万円以内
融資新規取扱手数料 無料（通常 10,800 円）はじめの一歩から応援します！

創業支援ローン　スタート

START

※新型コロナウイルス感染症対策により、どの事業も今後中止・延期になる可能性がありますので予めご了承ください。
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軽油引取税について
【軽油引取税とは】

　バスやトラックなどの燃料である軽油の引取り（購入）に課される税金です。

【納める人】

　特別徴収義務者として指定されたガソリンスタンドの経営者などが、軽油を購入した消費者から軽油代
金と一緒に税金を受け取り、毎月分をまとめて翌月末日までに県に申告して納めています。

【納める額】

　消費者が軽油を購入した場合は、１リットルにつき 32 円 10 銭分の軽油引取税がその価格の中に含まれ
ています。

【免税】

　船舶の動力源等一定の用途に供する軽油の購入については、令和３年３月 31 日までの間、免税の対象
となります。免税の適用を受けるためには、事前に免税軽油使用者証の交付を受けるなどの手続きが必要
です。
　
【不正軽油には罰則も】

　軽油に灯油や重油を不正に混ぜると不正軽油となります。これらを製造したり、販売したり、使用した
りする者のほか、不正軽油と知りながら運搬や製造場所の提供にかかわった者なども重く罰せられます。

◇問合せ先　　小田原県税事務所　間税課　ＴＥＬ　０４６５－３２－８０００（代）

県税事務所からのお知らせ

パ
ズ
ル
・
数
独

【
作
者
紹
介
】
株
式
会
社
ニ
コ
リ

日
本
初
の
パ
ズ
ル
専
門
誌
「
パ
ズ
ル
通
信

ニ
コ
リ
」
を
発
行
す
る
出
版
社
。
数
独
・

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
多
種
多
様
な
パ
ズ

ル
を
メ
デ
ィ
ア
へ
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
ス

マ
ニ
コ
リ
」
も
配
信
中
。

※
ル
ー
ル
①
：
ま
だ
数
字
の

入
っ
て
い
な
い
マ
ス
に
、

１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
の

ど
れ
か
を
ひ
と
つ
ず
つ
入

れ
ま
し
ょ
う
。

※
ル
ー
ル
②
：
タ
テ
の
列
、
ヨ

コ
の
列
、
太
線
で
囲
ま
れ

た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

い
ず
れ
に
も
、
１
か
ら
９

ま
で
の
数
字
が
ひ
と
つ
ず

つ
入
る
よ
う
に
し
ま
す
。

【
問
題
】

　

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
で
し
ょ
う
？

【
答
え
15
ペ
ー
ジ
】
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地元のスポーツクラブを応援しよう！
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日
本
政
策
金
融
公
庫
・
小
田
原

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
で
は
、

幅
広
い
業
種
の
事
業
を
営
む
方

に
、
商
品
仕
入
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

資
金
、
諸
経
費
支
払
資
金
等
の
運

転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
購
入

等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
お
取
り

扱
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
の
ご
返
済
で
、
利
息
は
固

定
金
利
で
す
。

　

こ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
発
生
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸

付
」
も
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま

す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支
店

（
国
民
生
活
事
業
）
融
資
相
談
係

☎
０
４
６
５
（
２
３
）
３
１
７
５

「
事
業
資
金
」
受
付
中
!!

日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

税に関する無料相談所
　小田原支部の税理士が直接相談
に応じ、秘密は厳守致します。
　事前に電話で相談日の予約を
して下さい。相談は、当面の間
電話相談となります。

場　　所	 小田原箱根商工会議所会館５階
	 東京地方税理士会小田原支部事務局
	 電話　0465-24-0195
日　　時	 毎週水曜日：午後１時30分〜午後４時
	 ただし、祝日・毎月25日以降の水曜日と
　　　　　年始１月１日〜10日、２月16日〜３月15
　　　　　日を除く
相談内容	 税務相談・税務書類の書き方指導等

（注） 令和２年 10 月１日時点で適用される利率です（ご返済期間 10 年以下の場合）。

新型コロナウイルス感染症関連の融資のご案内
新型コロナウイルス感染症特別貸付

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて一時的な業
況悪化を来し、次のいずれかの要件に該当する方で
あって、中長期的に業況が回復し発展が見込まれる方

（１）最近１ヵ月の売上高が、前年または前々年の同期
　　と比較して、５％以上減少

（２）業歴が３ヵ月以上１年１ヵ月未満の場合等は、最
　　近１ヵ月の売上高が、次のいずれかと比較して、
　　５％以上減少　　
　　①過去３ヵ月（最近１ヵ月を含む。）の平均売上高
　　②令和元年 12 月の売上高
　　③令和元年 10 月～ 12 月の平均売上高

資金の
お使いみち

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う社会的要
因等により必要とする設備資金および運転資金

融資限度額 別枠 8,000 万円

利率（年）
（注）

4,000 万円以内 当初３年間：0.36％
３年経過後：1.26％

4,000 万円超 1.26％

ご返済期間
＜据置期間＞

設備資金：20 年以内 ＜うち 5 年以内＞
運転資金：15 年以内 ＜うち 5 年以内＞

　
「
サ
ト
イ
モ
」
の
生
産

が
多
い
の
は
千
葉
県
と
埼

玉
県
で
す
。
続
い
て
新
潟

県
、
栃
木
県
な
ど
で
す
が
、

全
国
的
に
見
て
関
東
で
の

生
産
量
が
と
て
も
多
い
野

菜
と
言
え
ま
す
。

「表紙の花」は…
答え・「サトイモ」の花

11・12月の税カレンダー
納付期限を守りましょう！左

記
資
料
を
無
料
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は

法
人
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問い合わせ：
☎：

0465-23-3641
事務局　青木まで。

〈
国
税
〉

★
源
泉
所
得
税

・
10
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
令
和
２
年
11
月
10
日
㈫

・
11
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
令
和
２
年
12
月
10
日
㈭

★
法
人
税
お
よ
び
地
方
法
人
税

・
９
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
11
月
30
日
㈪

・
３
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
11
月
30
日
㈪

・
10
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪

・
４
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪

★
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

・
９
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
11
月
30
日
㈪

・
10
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪
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大
減
収
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

茎
葉
を
き
れ
い
に
片
付
け
た
な

ら
、
ま
ず
株
元
に
多
く
の
土
寄
せ

を
し
て
い
た
場
合
に
は
、
土
を
畝

間
に
戻
し
ま
す
。
土
寄
せ
が
少
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
畝

間
の
通
路
部
分
を
中
耕
し
な
が
ら
、

畝
の
両
側
に
深
め
の
施
肥
溝
を
作

り
、
そ
の
中
に
粗
大
堆
肥
（
発
酵

度
は
中
程
度
）
と
油
か
す
、
緩
効

性
の
化
成
肥
料
を
施
し
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
根
株
を
深
く
埋
め
る
よ

う
に
し
、
畝
上
に
土
を
大
き
く
上

げ
て
お
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
根
株
を
冬
の
寒
気
か
ら
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
寒
さ
が
厳
し
い

地
域
ほ
ど
土
を
大
き
く
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
う
し
て
越
冬
後
の
3
月
こ
ろ
、

芽
の
萌
芽
（
ほ
う
が
）
に
支
障
の

な
い
程
度
に
土
を
取
り
除
き
（
寄

せ
土
戻
し
）、
畝
間
に
土
を
落
と

し
ま
す
。
こ
の
と
き
春
の
追
肥
と

し
て
、
化
成
肥
料
や
有
機
配
合
の

肥
料
な
ど
を
、
1
株
当
た
り
各
大

さ
じ
3
杯
程
度
を
目
安
に
与
え
て

お
き
ま
す
。
再
三
土
を
動
か
す
こ

と
に
よ
り
、
地
面
付
近
に
落
ち
て

い
た
雑
草
の
種
子
の
発
芽
を
抑
え

ら
れ
、
翌
年
の
除
草
の
手
間
が
省

け
ま
す
。

　

栽
培
年
数
が
長
く
な
り
、
株
元

の
根
系
が
過
密
に
な
り
、
株
全
体

が
浮
き
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

冬
の
休
眠
中
に
株
全
体
を
掘
り
上

げ
、
分
割
し
て
他
の
畑
に
、
株
間

を
広
げ
て
植
え
替
え
る
こ
と
で
、

再
び
勢
い
は
回
復
す
る
で
し
ょ
う
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準

に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
広
報
通
信　

2
0
1
8
年
11
月

号
よ
り
転
載
）

葉
の
光
合
成
作
用
が
旺
盛
に
行
わ

れ
、
秋
に
な
る
と
同
化
養
分
が
根

に
蓄
え
ら
れ
、
11
～
12
月
に
は
株

全
体
が
休
眠
に
入
り
ま
す
。
霜
が

3
～
4
回
降
り
る
と
葉
の
黄
化
が

進
み
、
休
眠
は
い
っ
そ
う
深
ま
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
先
の
手
入
れ
で
大
事

な
こ
と
は
、
葉
が
完
全
に
黄
変
し
、

休
眠
が
深
ま
っ
て
い
る
頃
を
見
計

ら
っ
て
、
地
際
か
ら
5
～
6

cm

上
の
と
こ
ろ
で
葉
を
刈
り
取
り
ま

す
。
こ
の
枯
れ
葉
に
は
茎
枯
れ
病

な
ど
の
病
原
菌
が
付
い
て
い
る
の

で
、
落
ち
た
枯
れ
葉
と
共
に
畑
の

外
に
持
ち
出
し
、
焼
却
ま
た
は
廃

棄
し
ま
す
。
こ
の
処
置
が
不
十
分

だ
と
、
病
原
菌
が
茎
葉
の
中
で
越

冬
し
、
翌
年
の
発
生
源
に
な
る
か

ら
で
す
。
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
か

き
集
め
て
処
分
す
る
こ
と
が
肝
心

で
す
。

　

こ
れ
ら
病
害
が
発
生
す
る
と
、

数
年
た
っ
た
大
株
で
も
枯
死
し
、

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
野
菜
の
中
で

は
長
命
で
、
一
度
植
え
れ
ば
数
年

は
収
穫
が
楽
し
め
ま
す
。
毎
年
良

い
収
穫
物
を
得
る
に
は
、
冬
の
適

切
な
手
入
れ
が
大
切
で
す
。

　

若
芽
の
収
穫
を
一
定
日
数
で
打

ち
切
り
、
芽
を
伸
ば
し
た
ま
ま
に

す
る
と
、
葉
が
開
い
て
丈
が
伸
び
、

あなたもチャレンジ！
家庭菜園

冬の手入れが翌年の出来を
決めるアスパラガス

板木技術士事務所●板木利隆
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尊徳・二宮金次郎
独自思考と行動 ２

〜揺るぎない現実・現場への視点〜

報徳博物館　館長

小笠原　清

も
関
わ
る
な
ど
、
す
で
に
か
な
り

の
金
融
知
識
も
備
え
て
い
た
。

　

救
済
は
借
金
の
立
て
替
え
だ
け

で
は
意
味
が
な
い
。
使
用
人
た
ち

が
徹
底
し
た
経
費
節
約
に
よ
っ
て

余
剰
金
を
積
み
立
て
、
そ
れ
を
資

金
に
順
番
に
低
利
融
資
し
借
金
を

返
済
さ
せ
る
と
い
う
共
済
態
勢

「
五
常
講
」
を
組
織
し
た
。
儒
教

の
説
く
人
倫
の
基
本
「
仁
儀
礼
智

信
」
を
数
理
的
な
金
融
シ
ス
テ
ム

に
結
び
つ
け
、
融
資
は
仲
間
同
士

の
連
帯
責
任
と
し
た
信
用
組
合
体

制
で
あ
る
。
道
徳
と
経
済
を
連
携

さ
せ
、
参
加
者
の
意
識
改
革
を
促

す
独
創
的
な
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

２
．
藩
士
の
借
金
救
済

　
　
　

〜
報
徳
金
融
の
原
点
〜

　

借
金
苦
は
小
田
原
藩
上
下
家
臣

あ
げ
て
の
大
問
題
と
な
っ
て
い
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
奉
公

先
の
家
老
服
部
家
自
体
が
膨
大
な

借
金
で
財
政
は
火
の
車
、
あ
ろ
う

こ
と
か
そ
の
再
建
が
金
次
郎
へ
の

依
頼
と
な
っ
た
。
根
底
に
は
藩
財

政
に
関
わ
る
組
織
的
な
大
問
題
が

あ
る
。
文
政
三
年
11
月
、
総
体
的

な
対
策
と
し
て
、
金
次
郎
は
小
田

原
藩
の
中
・
下
級
藩
士
、
さ
ら
に

は
困
窮
領
民
を
も
含
め
た
抜
本
的

救
済
計
画
、
年
利
八
朱
（
８
％
）

の
公
的
低
利
貸
付
制
度
「
五
常
講

手
段
金
割
合
帳
」
の
創
設
を
献
策

し
た
。
事
実
を
知
っ
た
藩
主
忠
真

も
素
早
い
反
応
を
見
せ
た
。
自
身

の
手
元
金
か
ら
千
両
を
拠
出
、
さ

ら
に
町
方
郷
中
の
富
裕
者
に
も
貸

付
拠
金
を
依
頼
し
、
家
臣
の
借
財

の
早
期
返
済
を
指
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
の
救
済
策
は
領
民
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
竹
皮
の

笠
や
筆
づ
く
り
、
提
灯
貼
り
、
機

織
り
な
ど
の
内
職
で
生
計
の
足
し

に
し
て
い
た
極
難
下
級
藩
士
層
に

は
、
三
百
両
の
無
利
息
貸
付
金
を

設
定
し
て
「
五
常
講
」
を
適
用
し

た
。
金
銭
の
扱
い
に
疎
か
っ
た
武

士
層
に
、
儒
教
の
信
義
の
上
に
信

用
貸
借
の
経
済
生
活
が
成
立
す
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
、
無
利
息
基
金

を
自
分
た
ち
の
生
活
運
用
資
金
と

し
て
永
続
さ
せ
る
仕
組
み
を
共
有

さ
せ
た
。
家
老
服
部
家
救
済
策
を

梃
子
（
て
こ
）
に
し
た
弱
者
層
救

済
の
制
度
は
、
百
姓
出
身
の
金
次

郎
な
ら
で
は
の
発
想
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
の
ち
の
難
村
難
民
救
済
の

報
徳
仕
法
の
、
道
徳
と
経
済
を
連

携
さ
せ
た
基
本
的
な
金
融
シ
ス
テ

ム
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

３
．
支
配
者
の
法
治
責
任
を
問
う

　

金
次
郎
の
小
田
原
時
代
の
最
大

の
業
績
の
一
つ
が
、
農
民
の
念
願

で
あ
っ
た
斗
升
改
正
で
あ
っ
た
。

小
田
原
藩
に
は
年
貢
徴
収
用
の
斗

枡
が
18
種
類
も
あ
っ
た
。
年
貢
米

１
．
学
習
成
果
は
実
社
会
へ
還
元

　

二
宮
金
次
郎
の
独
創
性
は
才
覚

に
依
存
し
た
発
想
だ
け
で
は
な
い
。

篤
実
な
学
習
か
ら
始
ま
る
。『
論

語
・
為
政
篇
』
の
「
子
曰
（
し
い

わ
）
く
、
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
罔

（
く
ら
）
し
、
思
い
て
学
ば
ざ
れ

ば
則
（
す
な
わ
ち
）
殆
（
あ
や
）

う
し
（
学
ん
で
も
考
え
な
け
れ
ば

認
識
は
曖
昧
の
ま
ま
で
、
考
え
る

だ
け
で
学
ば
な
け
れ
ば
確
証
に
は

な
ら
な
い
）」
と
す
る
教
訓
の
誠

実
な
実
践
者
で
も
あ
っ
た
。
学
び
、

自
身
の
生
活
体
験
に
照
ら
し
て
吟

味
を
重
ね
、
実
証
に
裏
付
け
さ
れ

た
確
か
な
独
創
性
に
達
し
た
。

　

金
次
郎
は
26
歳
で
自
家
再
興
を

達
成
し
、
生
地
栢
山
村
の
田
畑
は

小
作
に
預
け
、
城
下
小
田
原
へ
出

て
藩
家
老
服
部
家
に
若
党
と
し
て

仕
え
た
。
そ
こ
で
子
息
兄
弟
の
藩

儒
屋
敷
へ
の
受
講
通
い
に
も
付
き

添
っ
た
。
正
規
の
儒
学
聴
講
は
念

願
で
も
あ
っ
た
。
子
息
は
と
も
す

れ
ば
居
眠
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
先

生
は
室
外
で
耳
を
そ
ば
だ
て
る
金

次
郎
に
向
け
て
、
声
を
張
り
上
げ

て
講
義
を
続
け
た
と
い
う
。

　

金
次
郎
は
間
も
な
く
、
服
部
家

の
使
用
人
の
多
く
が
借
金
苦
に
あ

る
現
実
を
知
り
、
そ
の
救
済
の
手

助
け
を
す
る
。
栢
山
で
自
家
再
興

中
、
収
穫
米
の
売
買
や
米
相
場
に

納
入
の
度
に
紛
議
と
な
り
、
常
に

農
民
が
損
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

基
準
不
在
の
長
年
の
悪
政
で
あ
る
。

家
老
服
部
家
へ
の
奉
公
は
、
そ
の

是
正
の
機
会
を
期
し
て
の
こ
と
で

も
あ
っ
た
。
折
し
も
藩
政
改
革
の

良
策
を
求
め
る
藩
主
の
公
募
が
あ

り
、
千
載
一
遇
の
機
会
を
得
て
直

ち
に
斗
枡
の
統
一
を
献
策
。
金
次

郎
の
設
計
し
た
升
は
、
一
俵
を
最

低
容
量
四
斗
一
升
で
統
一
、
し
か

も
年
貢
納
入
時
の
一
俵
に
つ
き
二

升
の
「
計
り
し
の
ぎ
（
こ
ぼ
れ
米

補
充
）
」
徴
収
と
い
う
悪
弊
も
撤

廃
。
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
藩
主
に
承

認
さ
れ
、
農
民
を
「
か
か
る
あ
り

が
た
き
ご
時
世
」
と
随
喜
さ
せ
た
。

　

金
次
郎
は
藩
主
へ
の
上
奏
文
に

「
権
量
を
慎
み
、
法
度
を
審
ら
か

に
す
（
権
力
の
横
暴
を
慎
み
、
法

の
基
準
を
明
確
に
す
る
）」
と
い

う
『
論
語
』
の
一
句
を
添
え
た
。

藩
主
大
久
保
忠
真
と
金
次
郎　

小
島
直 

絵
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川
分
水
路
目
論
見
（
計
画
）
御
用
」

の
命
を
受
け
た
。
当
時
奥
羽
か
ら

の
航
路
は
難
所
と
さ
れ
た
房
総
沖

で
海
難
事
故
が
多
く
、
ま
た
外
国

船
来
航
へ
の
危
機
感
も
高
ま
っ
て

い
た
。
安
全
策
と
し
て
銚
子
（
千

葉
県
）
か
ら
利
根
川
、
印
旛
沼
、

新
規
の
水
路
、
検
見
川
、
江
戸
湾

へ
の
水
運
の
設
定
が
、
天
保
改
革

の
急
務
と
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、

印
旛
沼
周
辺
諸
村
の
利
根
川
の
水

量
増
減
に
よ
る
度
々
の
冠
水
旱
魃

の
被
害
と
、
開
削
水
路
の
土
地
収

用
に
対
す
る
地
元
民
の
不
安
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
救
済
策
も

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　

金
次
郎
は
現
地
検
分
の
上
「
利

根
川
分
水
路
掘
割
御
普
請
見
込
之

趣
申
上
候
書
付
」
を
所
轄
の
勘
定

所
に
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

荒
地
開
発
、
用
悪
水
路
普
請
、
窮

民
撫
育
を
前
提
と
し
、
そ
の
結
果

江
戸
と
奥
州
を
結
ぶ
水
運
が
安
定

し
、
経
済
活
動
も
盛
ん
に
な
る
と

し
た
。
資
金
14
万
両
、
20
年
計
画

の
壮
大
な
総
合
農
村
復
興
事
業
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
短
期
決
戦
で

の
水
路
開
発
を
目
論
む
水
野
改
革

に
適
合
せ
ず
、
金
次
郎
案
は
不
採

用
と
な
る
。
老
中
の
意
向
に
迎
合

せ
ず
、
農
村
・
窮

民
救
済
優
先
の
大

道
は
揺
ら
ぐ
こ
と

は
な
か
っ
た
。

体
系
化
し
た
復
興
の
思
想
と
方
策

を
「
報
徳
仕
法
」
と
称
し
た
。

４　

独
創
の
極
致
「
報
徳
」

　

労
働
意
欲
を
喪
失
し
た
民
百
姓

を
励
ま
し
、
疲
弊
し
た
村
々
を
再

建
に
導
い
た
報
徳
仕
法
は
、
高
度

な
哲
学
性
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て

い
る
。
論
語
の
「
以
徳
報
徳
」
す

な
わ
ち
「
恩
徳
に
は
恩
徳
で
報
い

る
」
と
す
る
人
倫
関
係
の
意
を
、

尊
徳
は
普
遍
的
な
宇
宙
観
、
社
会

の
運
用
原
理
に
ま
で
広
げ
た
。

　

天
地
万
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有

の
長
所
や
価
値
が
備
わ
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
「
徳
」
と
定
義
づ
け
た
。

現
世
は
そ
の
「
徳
」
が
相
和
し
て

成
立
し
、
い
ま
生
を
受
け
て
い
る

自
身
の
存
在
も
そ
の
成
果
。「
徳
」

の
恩
恵
に
感
謝
し
、
さ
ら
に
勤
労

と
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
自
身
の

「
徳
」
を
発
展
さ
せ
、
他
者
の

「
徳
」
も
、
万
物
の
「
徳
」
を
も

引
き
出
し
て
社
会
に
役
立
て
、
万

人
の
幸
福
と
社
会
、
国
家
の
繁
栄

に
尽
く
す
。
「
徳
」
の
恩
恵
を
社

会
的
な
規
模
で
報
恩
し
て
い
く
こ

と
を
「
報
徳
」
理
念
の
基
本
と
し

た
。
そ
し
て
「
民
は
國
の
本
」
と

す
る
儒
教
の
民
本
主
義
的
「
仁
政

徳
治
」
を
標
榜
し
、
為
政
者
へ
の

年
貢
徴
収
抑
制
と
い
う
体
制
内
改

革
に
よ
り
「
興
国
安
民
」
世
界
の

一
端
を
示
し
た
。

5
．
農
村
復
興
優
先
の
計
画
書

　

金
次
郎
の
評
判
は
「
天
保
の
改

革
」
推
進
中
の
幕
府
の
耳
に
も
入

っ
た
。
天
保
13
年
（
1
8
4
2
）

老
中
筆
頭
の
水
野
忠
邦
の
指
示
で

金
次
郎
は
土
木
技
師
役
の
幕
臣
御

普
請
役
格
に
採
用
さ
れ
、「
利
根

一
介
の
百
姓
風
情
が
並
み
居
る
藩

士
を
差
し
お
い
て
斗
枡
統
一
案
を

提
示
し
、
そ
の
上
老
中
職
に
あ
る

藩
主
に
対
し
説
教
が
ま
し
い
一
文

ま
で
付
す
な
ど
、
並
み
の
度
胸
で

は
な
い
。
藩
士
救
済
の
実
績
と
儒

学
教
養
の
裏
打
ち
が
あ
っ
て
こ
そ

の
業
で
あ
ろ
う
。

　

藩
主
忠
真
も
凡
庸
で
は
な
い
。

京
都
所
司
代
、
大
坂
城
代
在
任
中

そ
の
識
見
、
文
学
的
セ
ン
ス
は
公

家
衆
の
評
価
も
高
く
、
老
中
職
に

あ
っ
て
は
樺
太
探
検
家
間
宮
林
蔵

や
幕
末
の
勘
定
奉
行
・
外
国
奉
行

川
路
聖
謨
（
か
わ
じ
と
し
あ
き

ら
）
の
人
材
取
り
立
て
で
も
声
望

が
あ
っ
た
。
金
次
郎
の
現
実
対
処
、

経
世
の
才
覚
、
儒
学
の
素
養
を
認

め
、
敬
意
を
払
う
英
明
性
を
備
え

た
君
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
出
会
い

が
、
の
ち
の
金
次
郎
の
体
制
内
改

革
へ
の
道
を
開
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

金
次
郎
は
藩
主
忠
真
か
ら
役
人

に
抜
擢
さ
れ
、
大
久
保
分
家
旗
本

宇
津
家
の
荒
廃
し
た
下
野
（
栃
木

県
）
桜
町
領
４
千
石
の
再
建
を
託

さ
れ
た
。
諸
々
の
抵
抗
、
障
害
を

克
服
し
10
年
で
見
事
そ
の
負
託
に

応
え
、
近
隣
諸
領
、
諸
村
か
ら
も

救
済
、
指
導
を
求
め
ら
れ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
報
告
を

受
け
た
忠
真
か
ら
「
そ
ち
の
や
り

方
は
論
語
の
〈
以
徳
報
徳
（
徳
を

も
っ
て
特
に
報
い
る
）
〉
だ
」
と

賞
さ
れ
、
以
来
金
次
郎
は
自
身
が

6　

農
民
で
あ
り
続
け
た
官
吏

　

金
次
郎
は
最
晩
年
、
荒
廃
著
し

い
日
光
神
領
の
復
興
を
手
が
け
た

こ
と
は
、
連
載
第
1
回
で
述
べ
た
。

最
初
は
報
徳
仕
法
指
南
の
集
大
成

と
も
い
う
べ
き
「
日
光
神
領
仕
法

雛
形
」
84
巻
を
、
門
人
廿
数
名
を

総
動
員
し
３
年
が
か
り
で
編
纂
し

た
。
次
い
で
念
願
の
日
光
神
領
の

復
興
仕
法
に
取
り
組
ん
だ
。
す
で

に
重
い
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
が
、

倒
れ
る
ま
で
廻
村
検
分
を
続
け
た
。

完
璧
な
仕
法
書
も
あ
り
、
経
験
豊

か
な
高
弟
た
ち
に
指
導
を
任
せ
て

も
良
い
は
ず
で
あ
る
が
、
自
身
の

現
場
検
証
を
第
一
と
し
た
。
完
成

度
が
高
く
て
も
教
科
書
は
教
科
書
、

個
々
に
異
な
る
現
場
の
状
況
に
適

合
さ
せ
る
工
夫
が
あ
っ
て
こ
そ
、

仕
法
は
最
良
の
効
果
に
至
る
。
常

に
現
実
に
学
び
続
け
た
金
次
郎
仕

法
の
極
意
で
あ
っ
た
。

　

金
次
郎
に
と
っ
て
役
人
の
肩
書

き
は
業
務
執
行
の
便
宜
の
た
め
、

出
世
栄
達
は
論
外
の
こ
と
。
権
力

に
お
も
ね
る
こ
と
も
、
革
命
を
夢

見
る
こ
と
も
な
く
、
終
生
生
産
者

の
原
点
に
立
ち
、
現
場
と
対
話
す

る
人
生
で
あ
り
続
け
た
。

廻
村
中
の
尊
徳 

西
松
秋
畝
画　

報
徳
博
物
館
蔵

「
利
根
川
分
水
路
計
画
」
尊
徳
報
告
絵
図



会員増強にご協力ください
14

小田原労働基準監督署からのお知らせ

＊　詳しいことは、小田原労働基準監督署（TEL：0465－22－7151）にお問い合わせください。

◎令和２年 10 月 1日から神奈川県最低賃金が時間額 1,012 円へ引き上げられました。

小田原労働基準監督署



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
15

公益社団法人小田原法人会はe-Taxを推進しています。

令和 2年分　年末調整等説明会　開催中止のお知らせ

　年末調調整の方法について知りたいのですが。

年末調整に関する動画（年末調整のしかた、法定調書の作成と提出）を、国税庁インターネット番組 web-Tax-
TV に掲載していますので、そちらをご覧ください。

　昨年の年末調整との変更点を教えてください。

「給与所得控除」、「基礎控除」及び「寡婦控除」の改正、「所得金額調整控除」及び「ひとり親控除」の創設や
新たな申告書が設けられるなど、昨年と比べて変更となった点があります。

　年末調整関係の用紙が欲しいのですがどうしたらいいですか？

「扶養控除等申告書」や「保険料控除申告書」など控除申告書の用紙及び法定調書の用紙は国税庁ホームペー
ジに掲載していますので、そちらからダウンロードしてご利用いただけます。
　※　令和２年１０月に国税庁から控除申告書を作成するためのソフトウェア「年調ソフト」が提供されてい
ます。詳しくは次の Q ＆ A をご覧ください。

　これまでよりも効率的に年末調整ができると聞いたのですが、どのような方法ですか？

令和２年１０月から国税庁ホームページなどで提供する「年調ソフト」を利用することで「保険料控除申告書」
など年末調整で従業員の方が作成する書類をデータで作成することができます。本ソフトウェアを従業員の方
に利用していただくと、控除額の計算が正しく行われますので、控除額の検算事務が省略できるなど、事務の
効率化が見込まれます。
また、本ソフトウェアで作成した扶養控除等申告書等をデータで出力し、自社の給与システム等にインポート
することにより、控除額を給与システムに手入力する必要がなくなるなど、さらに効率的に年末調整事務を実
施することができます。
※　扶養控除等申告書等をデータで提出するためには、源泉徴収義務者が事前に所轄税務署へ「源泉徴収に関
する申告書に記載すべき事項の電磁的方法による提供の承認申請書」を提出する必要があります。
※　「給与所得の源泉徴収票」などの法定調書は、「年調ソフト」で作成できません。

　年末調整の相談や手続をオンラインでできますか？

国税庁ホームページでは、年末調整の手続に関する情報を掲載するとともに、ご質問を入力いただくと、AI を
活用して自動回答する「チャットボット」を令和２年１０月下旬から公開する予定です。
また、従業員の方が作成する書類については、前述している「年調ソフト」を利用いただくことでデータで作
成することができますので、ぜひご活用ください。

　　税務署などへの書類の提出をオンラインでできますか？

源泉所得税の納付や徴収高計算書の提出、法定調書の提出は、e-Tax で行うことができます。
なお、ダイレクト納付をご利用いただければ、金融機関や税務署に出向く必要がなく、即時又は納付日を指定
して納付を行うことができます。詳しくは e-Tax ホームページをご確認ください。
また、「給与所得の源泉徴収票」は、eLTAX（地方税ポータルシステム）を利用することで、「給与支払報告書」（市
区町村へ提出するもの）も同時に作成し、税務署と市区町村にそれぞれ提出することができますので、ぜひご
活用ください。詳しくは eLTAX ホームページをご確認ください。

　税務行政につきましては、日頃からご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
　今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及び参加される皆様の安全を考慮し、
例年実施していました年末調整等説明会につきましては開催を中止することとしました。
　ご不便をおかけいたしますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。
　なお、年末調整に関する各種情報については、国税庁ホームページに年末調整特集ページ

（https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index.htm）
を作成していますので、ご不明な点等ございましたら、こちらのページをご覧ください。
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パズル・数独〔答え〕１２（７+ ５）
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よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん301

〒250-0014 小田原市城内1-21  TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。


